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E 型 肝 炎

・ 自然治癒型、黄疸性の疾患である

・ 時に劇症化 する

・ 妊婦で高い死亡率を示す

・ 経口伝播型、多くは 汚染された飲料水が原因である

・ 全世界に分布する

臨床と疫学の特徴

E型肝炎ウイルス

50 nm・ 潜伏期は平均6週間



チャドのスーダン人難民キャンプでＥ型肝炎流行ー更新4

2004年6月26日か
ら9月12日の間に、
Goz Amer難民
キャンプ並びに近
隣の複数の村から、
Ｅ型肝炎が疑われ
る患者1,442名と死
亡患者46名（致死
率3.2％）が報告さ
れた。

厚生労働省・検疫所
海外渡航者のための感染症情報
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Ｅ型肝炎患者報告数 1999.4～2005.8
（感染症発生動向調査：2005年9月8日現在報告数）

病原微生物検出情報 26：261-270



診断月別Ｅ型肝炎患者報告数 2002.1～2005.8
（感染症発生動向調査：2005年9月8日現在報告数）
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Ｅ型肝炎患者の性別年齢分布 2002～2005.8
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県別、年齢群別抗体保有率（日本の健常人）
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養豚業者および獣医師における抗体保有率

養豚業者 （n=264 ）

抗体保有率

51.1%
非養豚業者 （n=255 ） 24.7%

P<0.0001

USA  JID 2001;184:1594-7

USA  JCM 2002;40:117-122
獣医師（豚） （n=295 ）
通常献血者 （n=400 ） 18.3%

26.4%

Taiwan  JCM 1999;37:3828-3834 
養豚業者 （n=30 ） 26.7%
豚肉取扱者 （n=20 ） 15.0%

Thailand  JMV 1999;59:297-302
養豚業者 （n=7 ） 71.0%

健常者 （n=50 ） 8.0%
P=0.048



人獣共通・食品由来感染症
としてのE型肝炎



2003年

Ｅ型肝炎、輸血で感染 （1/18/03）
Transfusion 2004; 44:934-940

イノシシ生食、感染死 （8/1/03)
J. Infect Dis. 2003; 188:944

イノシシバーベキューで１１人感染 （3/?/03）

シカ生肉で4人感染 （8/1/03)
Lancet 2003; 362:371-373

Ｅ型肝炎、10人中9人が豚レバーを喫食
J. Gen. Virol. 2003; 84:2351-2357

Ｅ型肝炎が続々登場



イノシシレバー生食、感染死 （8/1/03)
J. Infect Dis. 2003; 188:944

患者１ 53歳男性 2003．3.12急性肝炎 4.15回復

回復期血清はＩｇＭ陽性、ＩｇＧ陽性

患者２ 70歳男性 2003．3.12劇症肝炎 4.13死亡
急性期血清からHEV G4遺伝子検出

二人とも発症前3ヶ月間に海外渡航歴なし
しかし、1月末~2月初めにイノシシのレバーを
5回生で食べていた



Zoonotic food-borne transmission
イニシシ肉からヒトへの伝播

AY535004(Avian)
AJ272108-T1(China-human)
AB074915 (Japan-human)
AB074917 (Japan-human)

NC001434(Myanmar-human)
DQ079624(Myanmar-human)
D10330 (Myanmar-human)
AF051830(Nepal-human)

M74506(Mexico-human)
AB091394(Japan-human)
DQ079629 (patient)
DQ079630 (meat 3)
AB189070(Japan-wild boar)
AB189071(Japan-deer)
DQ079626(Japan-human)
AP003430(Japan-human)
AB073912(Japan-swine)
DQ079632(Japan-swine)
AY115488(Canada-swine)
DQ079627(Japan-swine)

AB060668(US-human)
AF060669(US-human)
AY575857(US-swine)
AY575858(US-swine)
AF082843(US-swine)

AB089824(Japan-human)
AB074920(Japan-human)
AB074918(Japan-human)
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Emerg Infect Dis 2005;11:1958-1960

凍結保存されていた
イノシシ肉のHEV

患者血清中のHEV



シカ生肉で4人感染 （8/1/03)
Lancet 2003; 362:371-373

陰性対照



凍結保存してあったシカ肉から検出された
塩基配列が患者から検出された配列と一致した。

シカ肉でのコピー数は１０５コピー/グラム

G3



豚内臓でＥ型肝炎感染か？

北海道で６人、１人は死亡

北海道北見市内の焼き肉店で豚の内臓などを食べた６人がＥ型肝炎ウイルス（ＨＥＶ）に集団感染した疑いが
あり、このうち男性１人が劇症肝炎で死亡していたことが２８日、厚生労働省と北海道庁の調査で分かった。

ＨＥＶは熱に弱く、加熱調理すれば感染を防げるが、豚の内臓などが生焼けで感染した可能性がある。これま
で野生のシカやイノシシの生肉を食べて感染した例はあるが、流通食品が原因と確認されたケースはなく、道庁
が感染源特定を急いでいる。

厚労省や道庁によると、お盆で集まった親せきの計１３人が８月中旬、焼き肉店で会食。うち６０代の男性１人
が９月下旬に劇症肝炎を発症し、１０月に入って死亡。血液検査でＥ型肝炎と診断された。

その後の道庁などの調査で、男性の息子の血液からＨＥＶが検出されたほか、４人の血液からも感染歴があ
ることを示す抗体が見つかった。息子は９月に献血しており、輸血を受けたリンパ腫の男性患者もＨＥＶに感染し
ていた。

（共同通信） - 2004年11月28日10時18分更新

計１３人が８月中旬、焼
き肉店で会食

（豚の内臓など）

男性１人が９月下旬に
劇症肝炎

１０月半ばに死亡

輸血で拡散



Ｅ型肝炎、10人中9人が豚レバーを喫食
J. Gen. Virol. 2003; 84:2351-2357

10人の急性肝炎患者 9人が豚レバーを食べていた

E型肝炎の潜伏期に一致



363パッケージ中7つからHEV遺伝子が検出された
J. Gen. Virol. 2003; 84:2351-2357

遺伝子はG3とG4

コピー数はグラムあたり
１０２－１０７

ブタとヒトの配列が
100％一致



平成15年度厚生労働科学特別研究事業
食品に由来するE型肝炎ウイルスのリスク評価に関する研究

抗体検出(IgG) 抗原検出(RT-PCR)

イノシシ 77/167  (46%)                便 0/4 (0%)
51/83   (61%)                 便、血液 1/44 (2.3%) G4
5/30   (17%)                肝臓、血液 1/9 (11%) G3
1/44   (2.3%)

シ カ 0/120  ( 0%) 血清 0/20 (0%)
0/8      ( 0%)                血清0/13 (0%)
0/2      ( 0%)                 市販肉0/6（0%）
0/12    ( 0%)                 肉、肝臓、血清、直腸宿便0/29(0%)

ブ タ 農場30/31(97%)           
抗体陽性農場では4-5ヶ月齢で100% 抗体を持つ
抗体陽性農場では2-3ヶ月齢で便から100% 抗原が検出される



日本の人獣共通・食品由来感染症

イノシシ シカ ブタ



日本におけるE型肝炎のリスクファクター

輸入感染症 E型肝炎常在地に旅行した

病院・院内・医療感染症 1．輸血を受けた
２．透析を受けた

人獣共通・食品由来感染症（Zoonotic food-borne）

直接証明されたもの １．シカを生で食べた
２．イノシシを生で食べた

間接的な状況証拠から強く疑われるもの
ブタを生で食べた


